
 

夏休みも成長する中学生 
 
時々生徒のみなさんに「去年から何 cm くらい身長が伸び

た？」と聞くと、少し考えて「〇〇cm」などと答えてくれ

ます。大人では健診時に「去年より縮んでる！」と言う人も

時々あります。中学生は昨日より今日、今日より明日の方が

少しずつ大きくなっているのですね。 
 
一方、心の成長は数字では表すことはできませんが、様々な場面でそれを

感じることができます。 

たとえば朝、生徒玄関で「おはようございます」と声をかけています。だ

いたい反応は３段階に分かれます。声をかけても全く聞こえなかったかのよ

うに通り過ぎる人、目を合わせないか、またはチラと一瞬こちらを見て、小

さな声で「おはようございます」と返してくれる人、しっかりこちらを見て

声を出して返してくれる人です。十五中生は 4 月の最初からあいさつを返し

てくれる人が何人もいました。 

4 月当初は伏し目がちであまり反応がなかった人でも、最近は大きな声で

あいさつを返してくれたり、きちんと目を見て「おはようございます」と言

ってくれたりするようになった人もいます。全体としては学期当初より挨拶

を返してくれる人が増えてきたかな、という印象があり成長を感じます。 
 
また、校長室では生徒の皆さんの間に起こったいろいろなトラブルをどう解

決するかという話し合いが行われます。先生たちは皆さんがよい人間関係を

続けていくためにはどんな風に指導をすればよいか､学年の先生方や生徒指導

の先生､子ども支援コーディネーターの先生や場合によっ

てはスクールカウンセラーの先生や他学年の先生も入り

ます。どの先生からも生徒のことを思い一生懸命に考え

ておられる様子が伝わってきます。 
 
何かトラブルが起こった時、その時こそが心が成長で

きる時です。自分自身の中にもトラブルの原因になった

部分が少しでもないか、と冷静に振り返ったり、初めの原因は自分になかっ

たとしても感情的になってしまったことはきちんと相手に謝らないと、など

と考えることができるようになったりすれば、それは大きな成長です。そん

な人こそが他の仲間から信頼され、心からつながることのできる関係が生ま
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れてくるのではないでしょうか。 

大人としては、トラブルが起こった時こそそんな子どもの気づきを大切に

して、心の成長を応援してやりたい、と思います。 
 
夏休みはクラブ活動を頑張る人も多いことと思います。部活動は、心を磨

くことのできる場面がたくさんあります。失敗した時、悩んだ時こそ成長で

きるチャンスです！行き詰まったら先生たちに相談してみてください。 
 

タブレットの活用について 
 7 月 5 日～9 日にかけてタブレット Week

として、配備された 1 人 1 台の iPad を各授

業で活用しました。 

 夏休み期間中は iPad を渡します。自分の物

ではないので大切に使い、始業式には充電機

器も忘れず一式を持ってきてください。 
 

タブレットドリルについて 
 iPad には東京書籍「タブレットドリル」いうアプリが入っています。知識

を定着するためにはよいアプリで、授業でも使うこともあります。今年の夏

休みの宿題として出している場合もあります。別の PC からでも学校ホーム

ページの左下からログインページにアクセスでき、学習した内容は同じサー

バに蓄積され学校からも確認ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットを使うルールについて 
 iPad には使える時間帯を設定するスクリーンタイムという機能がありま

タブレットドリルで、答え合わせの後表示される「くわしく見る」を選択した際に、

読み込み時間がかかる不具合があるそうです。７月末には解消する予定だそうです。 

問題をやさしく 

アレンジした問題→ ←発展的な内容に 

 チャレンジ 

←基礎基本の 

 定着をはかる問題 



す。「設定」＞「スクリーンタイム」から設定ができます。自分で使う時間の

コントロールができにくければ設定してもらってください。また、ご家庭内

で「使えるのはここだけ」と場所を決めておくのも良いかもしれません。 
 

リモートの試行について 
 ８月１８日午後に自宅に持ち帰ったタブレットと学校とをつないで、リモ

ート接続の試行を全クラス行います。もし今後新型コロナウイルスの影響で

休校や学級閉鎖になった場合にオンラインで授業を行うことを想定したテス

トです。Webex や SkyMenu の機能を使って行います。ID、PASS を書いた緑

色の紙はなくさないようにしてください。 

・入室時はビデオON,マイク OFF の状態で、名前の表示はクラスと番号（例 1組

2番→0102）にしてください。 
 

部活動の運営にご理解･ご協力をお願いします。 
 部活動への参加は、自己有用感を高めたり、達成感、協働、連帯、信頼感

を感得したり、礼儀が身につく、課題を見つけ解決する力を育成する等が期

待でき、その活動の過程で人格が磨かれるという側面があります。 

また、学級や学年の異なる集団の中で、お互いに協力したり高め合ったり

しながら生徒たちが自発的・自主的に取り組むことにより、仲間意識の向上

や自ら取り組む態度の育成が期待できる活動でもあります。 

部活動への参加は強制ではありませんが、部活動をとおして体力やスキル

の向上といった生涯学習への下地作りや、自治の力を育むことができればと

願っております。 
 
しかし一方、教職員にとっては、運動部でそのスポーツの経験が全くなく

ても顧問に就かざるを得なかったり、育児、介護やその他さまざまな事情が

ありながらも、何とか顧問を務めているケースも多いのです。 
 
部活動は学期中の平日は教員の勤務時間を超過して行うことが多く休日に

は試合等も入りますので、その多くが教職員の勤務時間外の活動になりま

す。文部科学省では教員の働き方改革が提起され、残業時間の上限が定めら

れていますが、顧問をしているとその基準には収まらないのが現状です。部

活動は子どもたちの活動を何とか保障しようという教員の自主的な活動とし

て成り立っているのです。今年度は存続できても顧問の引き受け手がなけれ

ば、次年度は廃部せざるを得ないかもしれません。 
 
このような事情の中で部活動が運営されていることに是非ご理解を賜り、

ご協力を頂きますよう、切にお願いいたします。 



 
【新型コロナウイルスに関して】 

・風邪症状の場合、登校や部活動への参加は見合わせてください。 

・緊急事態宣言が発令された場合､部活動に制限がかかる可能性があります。 

・夏休み中も生徒本人が PCR 検査を受けることになった場合には学校にご連

絡くださいますようお願いいたします。 ☏ 06-6848-6761 


